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第９回伊勢原市農業委員会総会議事録

１ 開催日時 平成３０年１１月２７日（火） 午前１０時１５分～

２ 開催場所 伊勢原市役所２階２Ｃ会議室

３ 委員在任定数 １０名

１ 大木 克美 ６ 廣木 孝幸

２ 越地 進 ７ 木村 勇

３ 杉本 和彦 ８ 萩原 隆雄

４ 横山 正博 ９ 鈴木 雅之

５ 岸田 文雄 １０ 黒田 義夫

４ 出席委員数 １０名

５ 欠席委員数 ０名

６ 署名委員 廣木 孝幸

木村 勇

７ 議 長 黒田 義夫

８ 事務局職員出席者

小瀬村 正宣（事務局長）

青木 優

今井 亮輔

荒井 昌稔

村井 善治

９ 傍聴者 ０名

審 議 内 容 (開会 午前１０時１５分)

［事務局長］ それでは、第９回伊勢原市農業委員会総会を開会いたします。開会に先立ちまして、本

日の会議の傍聴を希望される方はおりませんので、報告させていただきます。在任定数

１０名、欠席委員は、おりませんでした。出席委員１０名で、定足数に達しておりますの

で、第９回伊勢原市農業委員会総会を開催いたします。それでは、よろしくお願いいたし

ます。

［議 長］ ただ今から、第９回伊勢原市農業委員会総会を開催します。本日の議事録署名委員は、

６番 廣木孝幸委員と７番 木村 勇委員の両名にお願いします。それでは、議事に入りま

す。本日の審議事項は、報告５件、議案７件の計１２件となっております。まず、報告よ

り入ります。
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［議 長］ 報告第１号、農地法第３条の３第１項の規定による届出についてを議題とします。事

務局、説明をお願いします。

［事 務 局］ 報告第１号、農地法第３条の３第１項の規定による届出について、農地法で義務づけ

られている相続等による農地の所有権取得の届出が６件ありました。この届け出は、相

続が発生したときに、登記簿謄本の地目、または課税上の現況地目のいずれかが農地で

あれば、届け出の対象となります。

はじめに、報告第１号の１です。相続日は、平成３０年３月２８日。市内東大竹一丁

目にお住まいの方が、東大竹一丁目の農地２筆、桜台一丁目の農地２筆、計４筆、合計

面積1,492㎡を相続したとのことです。権利を取得した農地の第３者への所有権の移転

又は賃借権の設定等について、農業委員会への斡旋の希望はありません。届出日は、平

成３０年１０月２２日です。

次に、報告第１号の２です。相続日は、平成３０年３月２３日。市内高森にお住まい

の方２人、持分１／２ずつが、石田字西ノ前の農地３筆、合計面積934㎡を相続したと

のことです。権利を取得した農地の第３者への所有権の移転又は賃借権の設定等につい

て、農業委員会への斡旋の希望はありません。届出日は、平成３０年１０月２９日です。

次に、報告第１号の３です。相続日は、平成３０年３月２３日。市内高森にお住まい

の方が高森字寺ノ下の農地２筆、同じく字宮ノ越の農地を１筆、下谷字神明の農地を３

筆、計６筆、合計面積2,451.70㎡を相続したとのことです。権利を取得した農地の第３

者への所有権の移転又は賃借権の設定等について、農業委員会への斡旋の希望はありま

せん。届出日は、平成３０年１０月２９日です。

次に、報告第１号の４です。相続日は、平成３０年２月１０日。市内東富岡にお住ま

いの方が東富岡字立野の農地３筆、同じく字大福上の農地を２筆、同じく字大福入の農

地を１筆、同じく字大福下の農地７筆、計１３筆、合計面積7,343㎡を相続したとのこ

とです。権利を取得した農地の第３者への所有権の移転又は賃借権の設定等について、

農業委員会への斡旋の希望はありません。届出日は、平成３０年１１月２日です。

次に、報告第１号の５です。相続日は、平成３０年１月１４日。厚木市にお住まいの

方が、日向字上堤の農地を１筆、面積195㎡を相続したとのことです。権利を取得した

農地の第３者への所有権の移転又は賃借権の設定等について、農業委員会への斡旋の希

望はありません。届出日は、平成３０年１０月２９日です。

次に、報告第１号の６です。相続日は、平成３０年７月１４日。市内下谷にお住まい

の方が、下谷字高澤の農地２筆、面積214㎡を相続したとのことです。権利を取得した

農地の第３者への所有権の移転又は賃借権の設定等について、農業委員会への斡旋の希

望はありません。届出日は平成３０年１１月５日です。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。報告内容につきましては、相続により所有権を取得し

た旨の届け出が６件ありましたという内容になっております。何かご質問がございまし

たら、お願いします。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ よろしいですか。報告事項でございますので、次に移らせていただきます。

［議 長］ 報告第２号、農地法第４条第１項第７号の規定による届出についてを議題といたしま

す。事務局、説明をお願いします。

［事 務 局］ 報告第２号、農地法第４条第１項第７号の規定による届出について、報告第２号は市

街化区域の農地を、土地所有者が農地以外のものにする届出になります。
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今回は、合計で４件、８筆、面積1,912.7㎡の届出がございました。地区は伊勢原地

区で１件、２筆、面積681㎡、成瀬地区で３件、６筆、面積1,231.7㎡です。転用目的は

駐車場が２件、隣接敷地の拡張が１件、集合住宅が１件となっております。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。市街化区域内の農地を、農地以外に転用するというこ

とで、この届出が４件ありましたということでございます。何かご質問がございますか。

［議 長］ よろしいですか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ それでは、次に移ります。

［議 長］ 報告第３号、農地法第５条第１項第６号の規定による届出についてを議題といたしま

す。事務局、説明をお願いします。

［事 務 局］ 報告第３号は、市街化区域の農地を、土地の権利移動を伴って農地以外のものにする

届出になります。

今回は、大田地区で１件、１筆、面積72㎡の届出がございました。権利の種類は、所

有権の移転となります。転用目的は、個人住宅内の駐車場です。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。報告第３号につきましては、市街化区域内の農地を権

利移動を伴う農転ということでございます。何かご質問がございますでしょうか。

［議 長］ よろしいでしょうか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ それでは、次に移ります。

［議 長］ 報告第４号、引き続き農業経営を行っている旨の証明についてを議題といたします。

事務局、説明をお願いします。

［事 務 局］ 報告第４号、引き続き農業経営を行っている旨の証明について、この証明は、相続税

納税猶予期間の３年ごとの証明です。成瀬地区で１件、比々多地区で２件、大田地区で

１件、計４件の申請がありました。

はじめに、報告第４号の１、申請人は秦野市にお住まいの方で、被相続人のお子さん

です。申請は、１０月１８日。対象農地の明細は、９頁です。串橋字向河内に１筆、笠

窪字魚坂橋に１筆、同字町田に５筆、計７筆で面積は、3,565㎡です。１０月２２日に

事務局で現地調査を行い、全筆適正に耕耘管理されていることを確認し、１０月２３日

付けで専決処分で証明書を発行しました。

次に、報告第４号の２、申請人は市内伊勢原１丁目にお住まいの方で、被相続人のお

子さんです。申請は、１０月１８日。対象農地の明細は、１０頁です。東富岡字南三間

に１筆、面積は、1,143㎡です。１０月１９日に事務局で現地調査を行い、適正に耕耘

管理されていることを確認し、１０月１９日付けで専決処分で証明書を発行しました。

次に、報告第４号の３、申請人は、市内白根にお住まいの方で、被相続人のお孫さん

です。申請は、１０月３１日。対象農地の明細は、１１頁です。白根字谷戸に１筆、同

字登り道に２筆、同字初川に５筆、計８筆で、面積は7,215㎡です。１１月７日に事務

局で現地調査を行い、全筆適正に耕耘管理されていることを確認し、１１月７日付けで
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専決処分で証明書を発行しました。

次に、報告第４号の４。申請人は、平塚市にお住まいの方で、被相続人のお子さんで

す。申請は、１１月７日。対象農地の明細は、１２頁です。下谷字大長に２筆、同字高

木に１筆、計３筆で面積は、1,962㎡です。１１月１４日に事務局で現地調査を行い、

全筆適正に耕耘管理されていることを確認し、１１月１５日付けで専決処分で証明書を

発行しました。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。内容は、納税猶予の関係から、引き続き農業経営を行

っている旨の証明を専決処分したということで、それが４件あったということでござい

ます。何かご質問がございましたら、お願いします。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ それでは、次に移ります。

［議 長］ 報告第５号、農地造成工事届出書についてを議題といたします。事務局、説明をお願

いします。

［事 務 局］ 報告第５号、農地造成工事届出書について、報告第５号は、農地造成工事の届出です。

今回、比々多地区で２件、届出がありました。

はじめに、報告第５号の１、図面番号は１番です。あわせて、公図及び平面図等をご覧

ください。場所は、串橋字登り道の田、１筆、面積481㎡に盛土を行う旨の届出です。届

出人は串橋の方で、施工者は平塚市の法人です。施工内容は、水路から３０ｃｍ後退し、

最大盛り土高は１．０ｍ未満、周囲は２９度の法面で施工します。使用する土は、厚木市

内で、建設工事の際に発生した土を運搬します。届出日は、１０月２１日。工期は、平成

３０年１０月２５日から平成３１年１月３１日までです。盛土した後は、野菜を栽培しま

す。

次に、報告第５号の２、図面番号は２番です。あわせて、公図及び平面図等をご覧くだ

さい。場所は、串橋字境ノ町の田、１筆、面積991㎡に盛土を行う旨の届出です。届出人

は日向の方で、施工者は平塚市の法人です。施工内容は、水路から３０ｃｍ後退し、最大

盛り土高は０．９ｍ、周囲は２９度の法面で施工します。使用する土は、厚木市内で建設

工事の際に発生した土を運搬します。届出日は、１０月２１日。工期は、平成３０年１０

月２５日から平成３１年１月３１日までです。盛土した後は、野菜を栽培します。以上で

す。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。地区担当委員さんの補足説明がございましたら、お願

いします。報告第５号の１と２について、「串橋地区」お願いします。

［地 区 担 当 委 員］ 施工業者は、工務店と言ったり農園と言ったり、どういう使い分けをしているのか判

りませんが、春先の埋立てから期限を守らないで、２月から３月時点の申請で、まだ埋

立てが終わってないような状態で、次々と申請をあげてきてられるんだけど、どれひつ

つ、まともに完成していない状態なんです。こうした状況なので、ハンコを押すのを考

えているんですけれど、また次のハンコをもらいに来られたので、それ以上は、もう押

せませんからということは言ったんですけども。こうして、上がってきたので、しょう

がないのかなとは思うんですけども。事務局と相談して、次の段階を見て、局長や会長

にも相談にあがりたいと思っているんですけれど。ちょっと、今、クエスチョンです。

以上です。

［議 長］ 担当委員さんの説明が終わりましたので、皆さんからご意見を伺いたいと思います。



- 5 -

［委 員］ 地元の委員さんの方から話が出ましたが、期限は守らない、工事の途中であるとかい

う話ですが、事務局としては現場確認とか直接呼んで指導したとか、そういうことはさ

れたのでしょうか？

［事 務 局］ 事務局も現場に行って、農地法だけではなく農道の問題もありますので、農林整備担

当の方と合わせて指導の方をさせていっていただいております。昨日につきましても、

夕方４時に所有者の方に市の方にお越しいただいて、農業委員会、農林整備担当、土木

総務課の三者で、その方とお話をさせていただきました。期限が過ぎているものについ

て、どういう状況なんですかと、過ぎるんであれば過ぎるなりの報告をしてくださいと。

また、農道の方が、すごい状況になっていますので、そちらの方の復元というものも、

きちんと時期を決めてと。今度、土木総務課の方で自費工事という手続きを取ってもら

うこととなりましたので、そちらの手続きと合わせて。農地造成の方も、申請どおりに

境界から逃げて、２９度の勾配を取っていないので、きちんと届出どおりに施工してく

ださいと話しをいたしました。１週間から２週間、少なくとも１０日の間に一度くらい

の頻度で現場の方は確認している状況であります。

［委 員］ それで、今、地元の委員さんからも話は出ましたけれども、地元として一番困ること

といいますか、農道を使えないとか、そういう様なところがあると思うんですけれども、

事務局としては三者で話し合うと思うんですけれども、優先順位といいますか、どこを

是正指導というようなものは、今後される予定なんですか。

［事 務 局］ 春先に、そこの農地、農道を、だいぶ湿地帯のような状態だったわけですが、盛り土

を始められた時に、少し掘れてしまったような状況でしたので、農地造成を今後するの

であれば、農道を原状に復してくださいということをお話しさせていただきました。あ

わせて、農道管理者である農林整備担当と現場の方に行かせていただきました。それが、

グチャグチャだったので、通行できるよう少し盛ってくださいというような話をさせて

いただいたわけなんですけども、形態が変わらないようにと。ところが、道路を１ｍく

らい高く盛られてしまい、これだと地元の方も通れないと困ってしまうので、まず道路

を復元してくださいと言う話でお願いしました。道路を盛っていたモノを取られたので

すが、取った後も酷い状態なので、通行できるような形で農道を復元してくださいとい

う形で現在指導している状態であります。それが終わった段階で、農地造成に入ってい

く形になると思います。

［議 長］ よろしいですか。

［委 員］ 造成、１番、２番があるんですが、「登り道」と「境ノ町」とあるんですが、今話を

聞いてると、次のところを申請してきたということであるんですが、これ、１番と２番

とどっちを優先的に指導していく予定なんですか。それと、工事を止めさせるとか、あ

まりにも酷ければ工事を止めさせるとか、そういうことはあるんですか。どうでしょう

か。

［事 務 局］ １番、２番の優先順位から言いますと、２番の方が、今、委員さんの方から話があり

ました現場です。酷ければ工事を止めるといいますか、まず道路を服さなければなりま

せんので、まず、道路を戻していただく工事はできません。道路が戻らないと、隣接の

所有者さん、ほとんど１人の方かもしれませんが、自分のものとして使っていいという

ものではございませんので、道路は公のものですし、皆さんが使えるような形の中で復

元していただかなければならない、以前の状態がどういうものだったかということもあ

りますが、車が通れるか通れないかは別として、平らに直していただくということで、
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農業委員会、農林整備担当、土木総務課の三者で指導をしていきます。

［委 員］ 日数として、期間的なものを、どれくらいを予定していますか。

［委 員］ 今回の自費工事の申請ですが、土木総務課の方に書類があがってくることになってい

ます。一回、土木総務課の方に申請があがったのですが、案内図と現場写真だけという

形で図面の方が付いていなかったので、添付書類が不足しておりましたので、昨日、土

地の所有者の方に話しました。一度、現場の方に行きまして、工事をやっている方と話

をいたしましたが、土地の所有者の方に話そうということで、お話をさせていただいて

いる状況です。申請につきまして、工事を含めまして、２番の工期が１月３１日までと

いうことになっていますので、それに合わせて、先にあがっている案件も含めまして、

申請があがっている案件について、１月３１日までに農地造成も完了してくださいとい

う指導をしております。また、そこの道水路については境界が確定していないので、現

況から想定して逃げていただいて、３０㎝以上後退していただいて、２９度の法面処理

でお願いしたいということを指導させていただいております。それができない以上は、

引き続き、指導させていただくと。

［委 員］ 今の関連なんですけどね、今、話を聞いていると農業委員会だけでなくてね、申請さ

れる段階で関係所管、道路管理者、水路管理者、盛土関係の所管が構造関係をチェック

したうえで、それで良しというものが農業委員会にあがってきているわけですよね。じ

ゃないと、お願いしてます、指導してますではなく、本来、構造関係は道路法なりの管

理者がいるわけですよ、それがもし交通阻害を起こした場合は道路法で厳しい行政指導

や罰則関係を伴うものがあるわけです。そういうとこと連携しないと、こういう問題は

解決しないと思いますよ。農業委員会だけで行ったって、そんだけの権限ないでしょ。

道路法関係でやれば、厳しい指導ができるんですよ。そういうために、農業委員会だけ

でね、届出だからいいって話でやっちゃうと、今、話を聞いていると、図面も何も付い

ていなかったと、そういうものを見逃したうえで許可しちゃったということになっちゃ

うんですよ。申請される造成関係に伴う申請書類なりなんなりを、きちっとチェックし

て、もし違反したら適正な指導を道路法等に基づくね、強制力を持って指導しないと解

決できないと思いますよ。お願いなんかしたって、業者は動きませんよ。もっと厳しい、

道路管理者なり、道路法に基づく、きちっとした法令関係に裏付けがあるものでね、撤

去命令なり是正命令なりをやらないと、それには農業委員会だけでなく、各所管の管理

者と連係プレーでやっておかないと、今後、こういう問題がどんどん出てきてね、地元

の委員さんだって言ってられるように、どうしていいか、行政指導するわけにもいきま

せんし。そういうことを心がけたうえで、今後の造成工事等については。単なる届出だ

けじゃないですよ、よろしくお願いします。

［委 員］ 今の、「登り道」の所なんですけれど、１番の方ですけど。地目は「田」になってい

るんですけど、地図の方は「果樹園」になっているんですよ。そこに、盛土をして野菜

を作るっていうことで、果樹園を取っ払って畑にするのか、単なる盛土をするためなの

か、ちょっと勘ぐっちゃうんですよ。私が借りたところで盛土の中から建設残土が埋め

られていまして、パイプのかけらとか、石ころとかがいっぱい出て、農地として借りた

けど耕作ができない状態の所もけっこうあるんですね。そういうふうに建設残土を埋め

るために、単なる農地造成というふうに思っちゃうことから、ちょっと。地目は「田」

なんだけど、１回埋めてて、果樹園にしといて、それを再度盛土するっていう意図が、

ちょっと、果樹園だったらもう盛土されているから、野菜を作るために盛土するってい

う意図が、ちょっとわからない。その点だけ確認をしているのか、工事業者の話を聞い

て、そのまま許可したのか、教えてください。
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［事 務 局］ 委員さんのお話どおり、こちらは既に「田」ではありません。ただ、道路面よりも低

くなっていますので、そこを道路面に合わせるよう盛られるという話を聞いております。

［委 員］ 土については、全然問題ないのですか。

［事 務 局］ 私どもの方からは、耕作するに当たって建設残土とか、作付けに支障が無い土を搬入

してくださいと指導しています。ガラとか持ってこられても、その後、作付けができな

くなってしまいますので。

［議 長］ よろしいですか。他に。

［委 員］ このことについてのお願いなんですけど、「境ノ町」の方の、道路を直して１月３１

日までに行うというようなことでありますけれども、「登り道」の方については、「境

ノ町」の方が終わるまでは手を付けないと業者の方に指導していただきたいと思います。

［事 務 局］ その旨、業者の方に指導いたします。

［議 長］ 他に、よろしいですか。

［議 長］ ご意見を聞いておりますと、前にもこういうことがあって、まだ完了できていないと

いうような話でございます。こういう業者はですね、ある程度、事務局の方でもチェッ

クをしていただいて、先ほど委員さんの意見にもございましたとおり進行管理のチェッ

クができていないということですよね。当然、土盛の関係ですと設計図と一緒に工程表

が付いてくる内容かと思いますので。その辺のチェックを十分特定な業者については、

しっかりしていただきたい。今回の問題については、先ほど発言があった内容を十分勘

案した中で、取り扱っていただきたいと思います。

［議 長］ 他に、よろしいですか。

［議 長］ では、次に移らせていただきます。議案の審議に移ります。

［議 長］ 議案第１号、相続税の納税猶予に関する適格者証明についてを議題といたします。事

務局から説明をお願いします。

［事 務 局］ 議案第１号、相続税の納税猶予に関する適格者証明について。相続税の納税猶予とは、

農業を営んでいた被相続人が、農業の用に供している農地を、農業を引き継ぐ相続人が

相続した場合、相続を受けた人に課税される相続税は、相続した農地を相続人が営農し

ている限り、納税が猶予される制度です。猶予された税額は、相続を受けた方が死亡し

た場合に納税が免除されます。

議案第１号の１、申請人は市内東富岡にお住まいの方で、被相続人のお子さんです。

対象農地の明細は、１５頁～１６頁で、黒丸をつけました筆です。東富岡字立野に３筆、

東富岡字大福下に６筆、合計９筆、面積は5,072㎡を特例農地として申請しています。

１１月８日に、地区の農業委員と事務局及び相続人とで現地調査を行い、農地として全

筆良好に管理されていることを確認しました。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました｡地区担当委員さんの補足説明がございましたら、お願

いします。

［地 区 担 当 委 員］ ただ今事務局から説明がありましたとおりで、問題は無いと思いますのでよろしくお
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願いします。

［議 長］ 事務局並びに地区担当委員さんの説明が終わりましたので、審議に入ります。議案第

１号の１について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［委 員］ この農地についてなんですが、相続は、この後、終わるんですか。それとも相続未了

のままでも良いのかどうか、確認させてください。

［事 務 局］ 今回、税務署へ提出される書類になります。２月にお亡くなりになられて１０ヵ月、

１１月１０日までに納税猶予の手続きを取らなければならないと、担当の税理士さんや

相続人からも話を聞いております。添付された登記簿は、お亡くなりになられた方のま

まですが、遺産分割協議書もできあがっておりますし、３条の３の届出もいただきまし

た。相続登記につきましても、分割協議書に基づき行われる形だと聞いております。

［委 員］ 相続登記が未了のままでいってしまうと、また違うところで問題が出るかなと思いま

して。

［委 員］ 分割協議中ですか。

［事 務 局］ 分割協議は、終了しています。

［議 長］ 他に、ございますか、よろしいでしょうか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。議案第１号については、「原案

のとおり認める」ことに賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「原案のとおり認める」ことに可決決定いたします。次

に移ります。

［議 長］ 議案第２号、相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況の確認についてを議題と

いたします。事務局の説明をお願いします。

［事 務 局］ 議案第２号、相続税の納税猶予に係る特例農地等の利用状況の確認について、この確

認は相続税の納税猶予の２０年経過の出口調査で、税務署の依頼により農業委員会が調

査し税務署に提出するものです。今回の案件は、伊勢原地区の３件、比々多地区の１件、

大田地区の１件で、いずれも平塚税務署からの依頼です。

はじめに、伊勢原地区の１件目は議案第２号の１、整理簿番号Ｈ１０Ａ０１５。特例

農地明細は、議案書の１８頁～２０頁です。対象者は市内岡崎にお住まいの方で、岡崎

字谷田の４筆外７筆、計１１筆、面積6,418㎡を特例農地としております。１８頁の５

番と６番については、平塚市の農地で平塚市農委の確認となるため確認はしておりませ

ん。また、その旨を平塚税務署の担当者に電話で確認しています。１１月８日に事務局

と地区農業委員さん合同で現地調査を行い、水稲および野菜が作付けされ適正に耕耘管

理がされていることを確認しております。相続開始日は、平成１０年５月１０日です。

次に、伊勢原地区の２件目は議案第２号の２、整理簿番号Ｈ１０Ａ０６４。特例農地

明細は、議案書の２１頁～２３頁です。対象者は市内東大竹にお住まいの方で、東大竹
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字下谷戸の１筆外１６筆、計１７筆、合計面積11,548.56㎡を特例農地としております。

１１月１４日に事務局と地区農業委員さん合同で現地調査を行い、野菜等が作付けされ、

適正に耕耘管理がされていることを確認しております。相続開始日は、平成１０年４月

２０日です。

次に、伊勢原地区の３件目は議案第２号の３、整理簿番号Ｈ１０Ａ０６５。特例農地

明細は、議案書の２４頁～２６頁です。対象者は平塚市にお住まいの方で、伊勢原市内

に農地をお持ちのため、伊勢原市内の分は伊勢原市農業委員会で確認することになって

います。岡崎字大割外９筆、面積8,056.79㎡を特例農地としております。１１月８日に

事務局と地区農業委員さん合同で現地調査を行い、野菜等が作付けされ、適正に耕耘管

理がされていることを確認しております。相続開始日は、平成１０年６月２１日です。

次に、比々多地区の１件は議案第２号の４、整理簿番号Ｈ１０Ａ０２８。特例農地明

細は、議案書の２７頁～２８頁です。対象者は市内串橋にお住まいの方で、串橋字清水

の１筆外８筆、計９筆、面積8,271.97㎡を特例農地としております。１１月６日に事務

局と地区農業委員さん合同で現地調査を行い、野菜等が作付けされ、適正に耕耘管理が

されていることを確認しております。相続開始日は、平成１０年４月２日です。

次に、大田地区の１件は議案第２号の５、整理簿番号Ｈ１０Ａ０２１。特例農地明細

は、議案書の２９頁～３０頁です。対象者は市内沼目７丁目にお住まいの方で、沼目字

五反地に１筆、沼目７丁目に１０筆、計１１筆、面積5,070.74㎡を特例農地としており

ます。１１月７日に事務局と地区農業委員さん合同で現地調査を行い、水稲及び花卉が

作付けされ、適正に耕耘管理がされていることを確認しております。相続開始日は、平

成１０年１月２８日です。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。地区担当委員さんの補足説明がございましたら、お願

いします。はじめに、議案第２号の１から３について、「伊勢原地区」お願いします。

［地 区 担 当 委 員］ 事務局の説明のとおりでありまして、特に問題はないと思いますのでよろしくお願い

します。

［議 長］ 続きまして、議案第２号の４について、「比々多地区」お願いします。

［地 区 担 当 委 員］ 事務局と１１月６日に現地調査をいたしまして、適正に耕耘管理されていましたので

問題ないと思います。

［議 長］ 続きまして、議案第２号の５について、「大田地区」お願いします。

［地 区 担 当 委 員］ １１月７日に事務局と一緒に確認してきました。伊勢原の農業委員だよりの方であり

まして、ハウスが他にもたくさんありまして、パイプハウスを片付けたり、大きなハウ

スが壊れたり順次修理したいよう話していました。別に問題はないと思いますのでよろ

しくお願いします。

［議 長］ 事務局並びに地区担当委員さんの説明が終わりましたので、審議に入ります。議案第

２号の１について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決をいたします。議案第２号の１については、

「原案のとおり認める」ことに賛成の委員の挙手を求めます。
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【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「原案のとおり認める」ことに可決決定いたします。次

に移ります。

［議 長］ 議案第２号の２について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決をいたします。議案第２号の２については、

「原案のとおり認める」ことに賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「原案のとおり認める」ことに可決決定いたします。次

に移ります。

［議 長］ 議案第２号の３について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決をいたします。議案第２号の３については、

「原案のとおり認める」ことに賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「原案のとおり認める」ことに可決決定いたします。次

に移ります。

［議 長］ 議案第２号の４について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決をいたします。議案第２号の４については、

「原案のとおり認める」ことに賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「原案のとおり認める」ことに可決決定いたします。次

に移ります。

［議 長］ 議案第２号の５について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。
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［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決をいたします。議案第２号の５については、

「原案のとおり認める」ことに賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「原案のとおり認める」ことに可決決定をいたします。

次に移ります。

［議 長］ 議案第３号、生産緑地に係る農業の主たる従事者の証明についてを議題といたします。

事務局の説明をお願いします。

［事 務 局］ 議案第３号、生産緑地に係る農業の主たる従事者の証明について、出願者は伊勢原地

区の方で、生産緑地の場所は、図面番号３番になります。

生産緑地の所有者は、生産緑地法第１０条で、告示の日から３０年を経過したとき、

又は主たる従事者が死亡し、若しくは農林漁業に従事することを不可能にさせる故障に

至ったときは、市長に対し書面で当該生産緑地を時価で買い取るべき旨を申し出ること

が出来るとされており、その場合この証明の添付が必要となります。農業の主たる従事

者は、出願者の父に当たります。申し出理由は、主たる従事者が平成３０年５月４日に

死亡したことによります。対象の生産緑地は、東大竹字粕上原の畑１筆、面積は502㎡

です。１１月２１日に地区担当農業委員さんと事務局で現地調査を行いました。対象農

地については栗畑となっており、良好に管理されていることを確認いたしました。以上

です。

［委 員］ 地区が違うんじゃないですか、成瀬に東大竹はありません。

［事 務 局］ すみません、成瀬地区と記載がありますが、伊勢原地区の誤りです。訂正をお願いい

たします。申し訳ございませんでした。

［議 長］ 事務局の説明が終わりましたので、地区担当委員さんの補足説明がございましたら、

お願いいたします。

［地 区 担 当 委 員］ 現地、事務局と行って、私は行けなかったんですけど、伊勢原地区の委員さんが見ら

れまして、現地は栗が植わっております。これは、亡くなった方と終わってから植えら

れたような感じがしますけれども、まあ、しょうがないんじゃないかと思いますので、

いいでしょうという感じです。

［議 長］ 事務局並びに地区担当委員さんの説明が終わりましたので、審議に入ります。

［議 長］ 議案第３号について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［委 員］ 栗畑、今、植えてあるということなんですけれども、１、２本ということではないん

ですよね。

［委 員］ 栗の大きくなって、できる間隔を取って、これ敷地いっぱいに植えてあります。７、
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８本、植えてあります。

［議 長］ 他に、ございますか。よろしいですか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決をいたします。議案第３号については「原案の

とおり認める」ことに、賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「原案のとおり認める」ことに可決決定をいたします。次

に移ります。

［議 長］ 議案第４号、農地法第３条の規定による許可申請についてを議題といたします。事務

局から説明をお願いします。

［事 務 局］ 議案第４号、農地法第３条の規定による許可申請について（農委権限）。農地の権利

設定又は所有権移転をしようとする場合は、農業委員会の許可が必要です。今回は、比

々多地区で２件、成瀬地区で２件ありました。

はじめに、議案第４号の１、図面番号は４番です。あわせて、公図をご覧ください。

申請地は東富岡字東窪の１筆、82㎡です。譲渡人は市内東富岡の方で、譲受人も東富岡

の方で経営の拡大のための申請です。譲受人世帯の経営農地面積は14,250㎡です。下限

面積の特段の面積の３０アールに達しており、農地取得に支障はありません。１１月８

日に事務局と地区担当委員さんの合同で現地調査を行い、経営農地は適正に管理されて

おり、農機具の保有も確認しています。申請書類の審査では、許可できない場合を列挙

した農地法第３条第２項各号該当事項は、ありませんでした。

次に、議案第４号の２、図面番号は５番です。あわせて、公図をご覧ください。申請

地は串橋字石橋の１筆、943㎡です。譲渡人は市内串橋の方で、譲受人も串橋の方で経

営の拡大のための申請です。譲受人世帯の経営農地面積は25,410㎡です。下限面積の特

段の面積の３０アールに達しており、農地取得に支障はありません。１１月９日に事務

局と地区担当委員さんの合同で現地調査を行い、経営農地は適正に管理されており、農

機具の保有も確認しています。申請書類の審査では、許可できない場合を列挙した農地

法第３条第２項各号該当事項は、ありませんでした。

次に、議案第４号の３、図面番号は６番です。あわせて、公図をご覧ください。申請

地は串橋字古屋敷の１筆、918㎡です。譲渡人は川崎市の方で非農家です、譲受人は串

橋の方で経営規模の拡大のための申請です。譲受人世帯の経営農地面積は78,140㎡で、

下限面積の特段の面積の３０アールに達しており農地取得に支障はありません。１１月

１２日に事務局と地区担当農業委員さんで現地調査を行い、経営農地は適正に管理され

ており、農機具の保有も確認しています。申請書類の審査では、許可できない場合を列

挙した農地法第３条第２項各号該当事項は、ありませんでした。

次に、議案第４号の４です。図面番号は７番です。合わせて公図をご覧下さい。申請

地は高森字赤坂の１筆、1,498㎡。譲受人は、市内高森６丁目にお住まいの方で、農業

規模拡大のための申請です。譲受人世帯の経営農地面積は５３アールで、そのうち借入

地が、約４０アールで下限面積の特段の面積の３０アールを超えるため、農地取得に支

障はありません。１１月１５日に事務局が現地調査を行い、前回指摘のありました物置

と鉄製のメッシュの建物の確認を行いました。図面番号６番のメッシュの面積が右側下

の尖った部分が若干大きめに表示されておりますが、実際には、これより狭い範囲です。

申し訳ございませんが、ご了承ください。まず、鶏の鉄製のメッシュでございますが、
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ハヤトウリの栽培のツルを這わせる支柱として利用されており、地面については何も敷

いたりはしておらず、地面のままでございます。普通の鶏くらいの大きさの白黒のまだ

ら模様の鶏を２０羽程度飼育しており、卵を販売しているとのことです。ハヤトウリに

ついても、直売等での販売をしているとのことです。また、住宅に近い物置風の建物に

ついては、金網のメッシュで壁はなく、地面は土になっており、鶏の寝床となっており

ます。その横にですね、スチール製の物置、高さ１．８ｍ、幅約９０㎝、奥行き約４０

㎝ほどで、中には農業用の資材や耕耘機用のオイルや燃料タンク、農器具等が納められ

ていました。鶏舎としての届出が必要となりますが、ご本人は来月に提出したいととい

うことでございました。また、建築住宅課に確認した結果、屋根がなければ耕作物であ

り、建築物には当たらないとのことで、屋根は、鶏小屋の鶏が眠る部分だけ、いわゆる

ビニールトタンですね、それが付けてあって、雨がかからないような形になっておりま

す。宅地との内の筆界なんですけれども、コンクリート製のフェンスがございまして、

それが農地と宅地の筆界になっております。ですから、メッシュの鶏小屋につきまして

は、農地上に建てられていることになっております。飼養目的は、販売用の卵の鶏の飼

育で、簡素な鶏舎としての利用をされているということでございます。また、四方を囲

っているメッシュの壁は、ハヤトウリの栽培のための支柱とされております。ここで生

産されたハヤトウリは、直売等で販売しているということでございます。備考の欄にで

すね、この方は認定新規就農者ではなく、認定農業者でもございませんので、備考の欄

には記載しておりません。経営農地は事務局の方で確認いたしまして、適正に管理され

ており、農機具の保有も確認しています。申請書類の審査では、許可できない場合を列

挙した農地法第３条第２項各号該当事項は、ありませんでした。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。地区担当委員さんの補足説明をお願いしたいと思いま

ます。はじめに、議案第４号の１について、「東富岡地区」お願いします。

［地 区 担 当 委 員］ 議案第４号の１につきましては、さる１１月４日に事務局と立会いいたしまして、譲

受人である耕作状況を確認いたしました。良好に管理されていましたので、問題ないと

思いますので、よろしくお願いいたします。

［議 長］ 続きまして、議案第４号の２について、「串橋地区」お願いします。

［地 区 担 当 委 員］ 事務局と一緒に、１１月９日に見てまいりました。適正に耕耘管理されていましたの

で問題ないと思います。

［議 長］ 続きまして、議案第４号の３について、「串橋地区」お願いします。

［地 区 担 当 委 員］ 現地の確認をしてございます。そうした中で、適正に耕耘管理されておるということ

を確認をいたしました。よろしくご審議のほど、お願いいたします。

［議 長］ 続きまして、議案第４号の４について、「高森地区」お願いします。

［地 区 担 当 委 員］ 議案第４号の４でございますけれども、先ほど説明がございましたように、本件につ

きましては、今年の６月に１回申請をされたうえで、構築物の取り扱い等について等々

だったと思います。今回、再度申請がなされたと思うんですけれども、今、担当の方か

ら構築物関係につきましては説明がありまして、特にはですね、南側にあった資材関係

については四人で現地を確認しましたところ撤去された形となっております。ここに今、

単管パイプの構築物もしくは建築物、建築基準法では建築物ではないというご説明があ

ったんですけど、私なんか見ますと明らかに工作物なのかなと思います。参考までに、

後ほど写真を撮ってありますので、皆さん見ていただいて、確認をしていただければと
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思います。そういうことで、特に問題がなかったと、今の段階で私たち四人の判断では、

もう少しやりようがあるんじゃないのかな、というような判断をいたしました。もし、

農業用工作物というのであれば、手続きをしていただいて、ちょうど半年経ったわけで

すから、その都度、担当の方から報告があったことも承知しております。是正命令をし

ますというのであれば、手続きをされるんならね、構築物として、ということが必要だ

ったんじゃないのかなと思われるんですよ。ただ、私なんか現場を見ますと、担当者も

地権者も立会いをされたんですけれども、本当か嘘か判りませんけれども、このままで

いいよと、ということが市から言われたということなんで、このままで申請をしました

と、いうような状況でございますので、ちょっと確認の必要があるのかな、ということ

でございます。写真を配りますので、部数がないので、適当に配ってください。

［議 長］ 地区担当委員さん、ただ今の関係につきましては議案第４号の４を審議審議する中で

議論していただくということでよろしいですか。

［地 区 担 当 委 員］ はい。

［議 長］ 事務局並びに地区担当委員さんの説明が終わりましたので、審議に入ります。

［議 長］ 議案第４号の１について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決をいたします。議案第４号の１について、

「原案のとおり許可とする」ことに、賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「原案のとおり許可とする」ことに可決決定をいたしま

した。次に移ります。

［議 長］ 議案第４号の２について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決をいたします。議案第４号の２については、

「原案のとおり許可とする」ことに、賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「原案のとおり許可とする」ことに可決決定をいたしま

した。次に移ります。

［議 長］ 議案第４号の３についてですが、本案件には農業委員会等に関する法律第３１条に関

する案件が含まれているため、議案第４号の３の審議及び議決にあたりましては、関係

農業飯豊ある「４番」の農業委員の退席をお願いいたします。
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【 関係農業委員 退席 】

［議 長］ それでは、審議に入ります。議案第４号の３について、何かご質問・ご意見がござい

ましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決をいたします。議案第４号の３については、

「原案のとおり許可とする」ことに、賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「原案のとおり許可とする」ことに可決決定をいたしま

した。

［議 長］ ここで、関係農業委員の入場を認めます。

【 関係農業委員 入場 】

［議 長］ 次に移ります。

［議 長］ 議案第４号の４について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［委 員］ 成瀬地区の委員さんが疑念があるみたいなので、もし、これを通すのであれば、現地、

農業委員全部で見て判断をした方がいいんじゃないかと思うんですけれども。そうすれ

ば、成瀬地区の委員さんと現地の共有ができるんではないかと思うんですけれども、い

かがでしょうか。

［議 長］ 他に、ご意見はございますか。

［委 員］ 今、ご意見をいただいたんですけれども、ちょっといくつかこの問題については、前

回も相当お話ししたんですけれども、先ほども言いかけたんですけれども、結果論から

言うとね、建築物じゃないから問題ないと、基準法上の建物云々と、パイプについては

屋根がないから建築物・工作物じゃありませんというような話なんですよ。そうします

とね、前回の審議は何だったのっていうことになっちゃうんですよ。だったら、前回の

時に、そういう確認をしておけば、今回、こういう新たな申請というのは必要なくなっ

たかもしれないんですよ。だから、そういうところがね、詰めが甘いというか、言葉が

悪いんですけどね、もう少し議案として出す段階で、私なんか、前から言っていますよ

うに、いただいた資料でしか現地確認できないわけなんですよ。今、写真を皆さんに、

事務局の方からも配られたんですけどね、写真をどっから撮ったのか、ツルなんか写し

たって意味ないんですよ。これ見ていただくとね、判りますように、手前はきれいに片

付いていますよ、ただ、こうして見ると、位置関係、公図関係から照合しますとね、位

置図関係から言いますとね、正面に建物が建っている、そのほぼ半分でもないんですけ

れども１／３は少なくとも工作物ができちゃっている状況なんですよ。それが農地かど

うかと言われても、私なんか判断できる立場じゃありませんので、現況で判断するしか

ないんですよ。もし、そうだとしたら半年の間に工作物の農業用施設だからできるわけ
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ですよね、農地なら。そういうことを平行しながらね、是正指導の一環として、後追い

になるかもしれないけど、やったうえで今回みたいに許可申請って言うことならね、納

得できるんですけれどね、やりたい方だいやっちゃっといて、明らかにどう見たって、

これ農地じゃないよ。私は、そう思います。今回の説明責任じゃないんですけど、許可

する以上ね、全部取っ払えとは言えないんですよ。別に、悪意があったかどうか判りま

せんしね。どうも、この人が先ほど農業認定者じゃないっていう話もあったんですけど、

長年ここを申請人が持っているんだけど手に負えないからということで、この方が耕作

して、しかも正面に見える建物にお住まいになっちゃっているんですよね。長年ここを

管理していたということは判るんですけど、悪意があったとは思えないんですけど、ち

ょっとやっぱり農業委員会として判断するにはね、いかがなもんかなという部分がある

んでね、ちょっと申し上げているんですけども。

［議 長］ 他に、皆さんから何かご質問ございますか。

［委 員］ 二つ、あります。一つはですね、この方、下谷の方に農地を持っていられますけれど

も、そこの状況を聞きたいのと、工作物の面積ですけれども、どれくらいの面積なんで

しょうかね。それをちょっと聞きたいのですけれども。面積の方は、おおよそで、いい

です。

［事 務 局］ 面積は、おおよそ、２００㎡未満です。

［委 員］ 構築物の面積ですか、鶏舎を含めて。

［事 務 局］ はい、そうです。

［委 員］ 下谷の方の農地は、どうですか。

［事 務 局］ ５月で確認した時と、ほとんど変わっておりませんでした。

［委 員］ 先ほどの説明の中では、耕耘してあるということでしたけれども。耕耘してあったん

でしょうか、それとも草が。

［事 務 局］ 若干、草が生えていました。

［委 員］ どのくらいの、何㎝くらいの草が生えていたのでしょうか。

［事 務 局］ １５㎝くらいのです。

［委 員］ １５㎝くらいの草。判りました。

［議 長］ 他に、特になければですね、議長として、先ほど委員さんから提案がございました、

現場を皆さんで一度確認すると。委員として共通した認識の中でですね、判断をしてい

きたいというように考えますので、本案件につきまして継続とした中で、早速にでも現

場を皆さんで見て、その後、皆さんで議論をしていきたいと思いますので、いかがでご

ざいましょうか。

［委 員］ ちょっといいですか。先ほど、委員さんが提案いただきました現地確認というのも一

つの方法だと思うんですよ。ただし、今、言ったように建物自体は基準法上建築物じゃ

ないという話なんだけど、それに伴って、さっき話をしたとおり、構築物の申請をね、
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後追いでも何でも解決策を、ある程度地主に説明しておかないと、極端な話、何で継続

審議なのって話になりかねない、何回も何回も３回目になりますよね。そういう一つの

解決策をね、ある程度したうえで、現地調査なり何なりをしないと、ちょっと相手から

すると、逆の立場からするとね、何だよって、もっと初回から適正な指導なり、何か無

かったのかと、ということにもなりかねないと思うんですけれども、どうなんですかね。

［事 務 局］ 先週の木曜日、担当者と現地に行って、こちらの譲受人とお会いさせていただきまし

た。本来であれば、３条の手続きを取られてから、こうした構築物等を申請を出してき

ていただくということなんでしょうけれども、その前に、事前に構築物の方を造られて、

農業用施設を造られて、鶏舎ですよね、順番が逆になっちゃってますよね、という話は

させていただきました。鶏舎がある部分につきましては、基本的に農地性はありません

ので、その部分につきましては、農業用施設の届出を出してください、という形でお話

をさせていただいて、ご本人様もご了解をいただいております

［委 員］ そうすればね、違法建築じゃないけど、これが建築物ではなく工作物として届出しま

すよということであれば、敢えて現地調査なんか、いいか悪いか、やるわけじゃないか

ら、現地調査の必要がなくなるじゃないですか。これが、イエスかノーかを判断するん

なら現地調査も一つの方法だと思うんですけれども。そこに、是正指導的なものを、後

追いでもやって、認めようよっていうんだったら、それをね、条件付ってことでしとい

て、停止条件付っていうことじゃないけどね、終わった時点で承認するっていうことだ

ったら継続でもいいわけですよ。イエスかノーかっていう話とさ、条件付っていうこと

では、ちょっと違うと思うんだよ。

［事 務 局］ 譲受人にお会いしたので、図面とかの作成もあるんでしょうけれども、１２月の総会

の席で、農業用施設の届出を間に合うように出してきていただくよう、お話をさせてい

ただいております。

［委 員］ それと、地権者がね、譲受人が言うにはさあ、このままでいいよっていうことを言っ

てるからね、何にも解決しないままっていうことになっちまうからね、ちょっと確認し

ているわけ。

［事 務 局］ 私が行って、直接お話しさせていただきましたので、鶏舎の部分っていうのは農地性

が有るか無いかって言われたら無い方になりますので。農業用施設という届出を了解い

ただいております。今月の総会には間に合いませんでしたけれども、来月の総会に出し

ていただくよう準備を進めていただいております。

［委 員］ ちょっといいですか、農業用施設の届出っていうふうになると、分筆とかが伴ってく

るんじゃないかと思うんですけれども。そういう手続きをすると、来月の総会に、時間

的な観点からいったら難しいんじゃないんですかね。

［事 務 局］ 農地転用の場合なんですけれども、極端な話なんですけれども、分筆を求めなくても、

求積図をつけていただければ、何㎡のうち何㎡ということで手続きを取ることは可能で

す。

［委 員］ そうなんですか。

［事 務 局］ できれば分筆をかけていただいた方が、課税、例えば分家住宅を建てられるんであれ

ば、何㎡のうち何㎡ということを言ってくる業者さんもいられますけれども、分筆いた

だいた方がいいんですけれども。敷地求積をした図面を持って手続きを取ることは可能
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です。

［委 員］ 判りました。

［委 員］ それをね、できればね半年のうちにやりたかったんだよ、やるべきだったんですよ。

それで、整理したうえで議案に出せば良かったんですよ。この間に、ある程度、作業が

できたんじゃないのかな。それと、関連するんですけれど、先ほど質問あったんですけ

れども、前に言ったんだけど、認定農業者かどうかということを記載すべきじゃないか

ということを、今回、これ必要ないっていうお話ですよね。

［事 務 局］ 認定農業者でも、認定新規就農者でも、そのどちらにも、この方は該当していないん

ですよ。

［委 員］ そうすると、農地を取得する権利あるの。

［事 務 局］ 経営農地面積が３０アール以上ございまして、だいぶ前から、この方、農地をやって

いられまして。

［委 員］ 曖昧だから言ってるんだよ。だから、前回、それを確認しますって言う答弁だったよ

ね。それだったら、きちんと備考欄に記載しないとね、いつ認定したのかをね。

［事 務 局］ 認定はしていません。認定農業者でも認定新規就農者でもないんです。農地を借りて

やっていられた、という形で今日に至っている形です。下谷の方の農地につきましては、

平成２８年に競売という形で農地を取得されています。それ以外は、借り受け地ってい

うんですかね、利用権を設定されて農作業をされていられる。２９年４月に更新された

ものもありますし、３０年４月に更新されたものもあります。自作地の分につきまして

は、２８年度に競売物件として購入された、買い求められた農地となっております。そ

の当時も、借り受け地が３０アール以上あったので農地を買うことができたという形で

す。

［議 長］ 私の感じではですね、担当地区の委員さんということで、現地を十分見た形でのお話

で、その辺の状況は十分承知されていられると思うんですけれども、今も、こうした資

料をいただいたんですけれども、ただ現地で見るのと写真で見るのと、だいぶ感覚が違

ってくるじゃないかというふうに思うんです。他の委員さんも現地を見ていないという

ことで、そうなるとやはり、共通した認識を持たないと、ちょっと内容的に複雑な内容

になっておりますので、一度現地を確認して、それぞれの委員さんに確認していただい

た中で、それからもう一度議論のし直しをするというような形の方が、私は、よりいい

んじゃないかなというような意味合いから、継続で皆さんで現地を見ていただくという

ような形をしたような感じなんですが。それについて、ご意見があれば、お伺いいたし

ますけれども。

［議 長］ 特に無ければ、本案件については継続という形で、後日、準備ができしだい全員で現

場を確認するということで、そのあと議論をしていくということで、よろしいでしょう

か。

［議 長］ では、そういうことでいきたいと思います。よろしくお願いします。事務局の方で、

準備をしてください。

［議 長］ それでは、次に移ります。
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［議 長］ 議案第５号、農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見についてを議題

といたします。事務局の説明をお願いします。

［事 務 局］ 議案第５号、農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見について。農地

に権利設定又は移転をして農地以外の物にする場合について、農業委員会の意見を求め

ます。申請は大山地区で１件、成瀬地区で１件の申請がありました。

議案第５号の１、図面番号は８番です。あわせて、公図、土地利用計画図をご覧くだ

さい。譲渡人は市内上粕屋にお住いの２名と足柄上郡山北町の方で、譲受人は、相模原

市南区麻溝台３丁目のと土木建築業の法人です。申請地は、子易字大坪１－１外５筆で

面積は合計で3,420㎡です。これらを一時転用します。申請理由は、新東名高速道路建

設事業、伊勢原西地区埋蔵文化財発掘調査に係る支援業務のため譲受人が上粕屋・子易

・中川原遺跡で発掘調査を実施しており、それに伴って発生する発掘による発生土の仮

置場として、今回一転用を申請しています。一般基準及び個別基準について、申請地の

北側は道路で、南側が山林、雑種地により囲まれており農地の広がりは、概ね3,700㎡

でその他２種と判断されます。一時転用であることから、作業終了は、矢板やネットフ

ェンス等を撤去し、農地に復元します。一時転用の期間は許可日から２年間を予定して

います。復元後の作付け計画も適切なものと判断されますので、問題は無いと思われま

す。手続き終了後、県知事に副審いたします。

次に、議案第５号の２、図面番号は９番です。あわせて、公図、土地利用計画図、追

加資料をご覧ください。申請地は、下糟屋字道灌塚の３筆、面積816.10㎡について、貸

駐車場とするため転用するものです。申請地の立地基準は、東側及び南側前面道路に水

道管及び公共下水管が埋設されており、また、申請地から５００ｍ以内に中沢中学校及

び伊勢原協同病院など教育施設や医療施設が２つ以上が存するため、市街化区域と連続

した農地として「第３種農地」と判断されます。一般基準及び個別基準についてですが、

出入り口付近はコンクリート舗装を施し、敷地内は砂利を敷き転圧処理をします。雨水

はトレンチ管等の浸透施設を設け、敷地内処理をします。敷地周囲にはコンクリートブ

ロックを新設し、砂利等の流出を防ぎます。計画としては周囲に農地はなく、資金計画

も適切であると判断されます。なお、まちづくり推進条例は各課協議中ですが、転用計

画に変更が生じることがないため、手続き終了後、県知事に副申します。なお、本件は、

二人の土地所有者がそれぞれの土地を一体としてレンタル自動車会社に賃貸借するため、

行為自体は４条申請にあたりますが、本来、利用する権利のない他者の土地についても

互いに利用するため、権利の設定が必要となり、５条申請での取り扱いとなります。こ

のことは別紙資料の「平成１８年１月１９日付で県農地課長からの通知」のとおり、申

請においては譲受人・譲渡人は双方連名による申請となります。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました。次に、地区担当委員さんの補足説明がございますが、

議案第５号の１について、私が担当していますので私の方から補足をいたします。

［地 区 担 当 委 員］ さる２４日に、高部屋と大山の推進委員さんを含め５名で現地を確認してまいりまし

た。現地は地図にありますように、大坪橋から入ったところの大山バイパスの道筋でご

ざいます。ここの資料の配置図を見ていただきますと、ここに道路用地としてアスファ

ルト舗装の道路ができております。これが、大山バイパスでございまして、まだ一般の

供用には供されておりません。まだ、表層のアスファルトができていないというような

形の中で、農耕車の通行だけは可能というような場所になっております。該当する農地

については、従来は田であったのですが、この大山バイパス建築によりまして、だいぶ

高低差が出るということで、ここに土盛りをして畑に変わっているような形です。まだ、

あまり作付けがされていない場所でございます。そこのところに新東名の埋蔵文化財の

表土を置いて、一時仮置きするというような形です。従来、新東名の関係、本線の中で
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仮置きをして、また埋め戻しをしていたというような形なんですが、本線の方、だいぶ

工事が進んでまいりまして、置く場所が無くなってきたということで、ここの一時転用

をした中で、こちらに仮置きをするということです。まあ、２年間の一時転用というこ

とでございます。内容につきましても、矢板の設置、或いは金網フェンスの設置ができ

ておりますので、特に問題は無いのかなと考えております。よろしくお願いをいたしま

す。

［議 長］ 続きまして、議案第５号の２について、「下糟屋地区」お願いします。

［地 区 担 当 委 員］ ４人で、先般見てまいりまして、事務局の説明のとおり問題は無いと思います。ちょ

っと疑問なところは、親子で持っていられるところを、お互いに貸し借りをして出され

るというのが、どうも腑に落ちないんだけど、それと５条にするための譲りあいか、そ

こらを説明いただければと思います。

［事 務 局］ お手元に資料がございまして、本来、私の方も４条申請と思っていましたが、県の担

当者に当初確認したときも４条申請という形で、地区担当委員さんにも、その旨でお話

をしましたし、現地確認もいただきました。県の担当者が現地確認に先立ち書類チェッ

クの段階で、以前に通知があって５条申請にあたると指導がありましたので、４条から

５条へ申請書の差し替えをしていただきました。要するに、本来は利用する権利がない

他者の土地を互いに権利を設定する必要があるということが趣旨でございます。それぞ

れが違う土地を、一つの事業に対して使うので、権利が発生するというのが目的となり

ます。それぞれ申請方法が互いに貸し借りというような形になるというふうになります。

［議 長］ 何かありましたら、審議の場でお願いします。事務局並びに地区担当委員さんの説明

が終わりましたので、審議に入ります。

［議 長］ 議案第５号の１について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 他に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決をいたします。議案第５号の１については、

「原案のとおり許可相当とする」ことに、賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「原案のとおり許可相当とする」ことに可決決定をいた

しました。次に移ります。

［議 長］ 議案第５号の２について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決をいたします。議案第５号の２については、

「原案のとおり許可相当とする」ことに、賛成の委員の挙手を求めます。
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【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「原案のとおり許可相当とする」ことに可決決定をいた

しました。次に移ります。

［議 長］ 議案第６号、非農地証明交付申請の承認についてを議題とします。事務局の説明をお

願いします。

［事 務 局］ 議案第６号、非農地証明交付申請の承認について、今回、比々多地区で１件の証明願

いがありました。関係写真等を回覧しますので、ご覧ください。図面番号は１０番です、

合わせて公図をご覧ください。申請地は坪ノ内字観音谷の１筆、面積124㎡です。申請

理由は、当該地が農地として実態がなく、地目変更をするために申請をしたものです。

申請地は、旧土地台帳によると昭和６年時点では宅地となっており、いわゆる４６証明

といわれる昭和４６年度固定資産税課税台帳登録事項証明には台帳地目及び課税地目と

も宅地となっています。しかし、昭和５６年９月７日に１９５番が一部１９６番に合併

し、面積が376.85㎡から124㎡に変更され、地目も宅地から畑に変更されています。土

地の形状は直角三角形となっており、１３トンの防火水槽が設置されております。消防

本部に確認しましたが、設置時期は不明と言うことです。申請地の立地基準ですが、住

宅や山林の状況からその他２種農地と判断されます。農地法に抵触するかと思われます

が、過去に違反転用の指導記録がなく、今後も違反を追及する見込みがないことから、

県の「農地法の適用を受けない土地に係わる運用指針」別表１に該当します。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました｡地区担当委員さんの補足説明がございましたら、お願

いします。

［地 区 担 当 委 員］ １１月６日に事務局と現地を見てまいりました。この土地は、三角の土地で真ん中に

防火水槽がり、農地としての利用はできない状態でございますので、より敷くお願いを

します。

［議 長］ 事務局並びに地区担当委員さんの説明が終わりましたので、審議に入ります。

［議 長］ 議案第６号の１について、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［委 員］ これ、防火水槽、大きさによって消防本部が管理して、それ以下は個人的なものですっ

て話で、少し曖昧なところがあるみたいなんですけど、本件のこれ、既に造ってあるので

非農地証明はいいんだけど、余談ですけど、このあと市が買い取るとか地目が変わるとか、

目的か何かが関連しているんですか。

［事 務 局］ 申請者からは、そういった話は聞いていないんですけれども。防火水槽については、危

機管理課から消防本部に確認を取っていただいて、いつ頃設置をしたものか確認していた

だいたのですが、あまりに古くて判りませんというお話でした。

［委 員］ 124㎡もあるとね、税金の関係とか雑種地とかにしちゃうと、金だけ取られて実際は市

の目的のためだとかっていうことになっちゃうとね、この案件とは直接関係ないんだけど

ね、参考までに。

［事 務 局］ 今、委員さんの方から質問いただきましたとおり、こちらの施設なんですけども、担当

者からも御説明をさせていただきましたが、消防本部、市として管理をしているわけでは

なくて、自治会や地元の方で管理をしている施設ということの話を聞いております。記録
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からだと、昭和３０年度後半から４０年代前半に造られたのではないかという、正確な年

月日とかが記録されていないので、４０年代からということで記載させていただきました。

現在、畑として課税されてます。消防にも確認しましたが、所有者さんは土地の処分を考

えていられるそうで、防火水槽の存続の話ですが、地元の方で承諾が得られれば防火水槽

を無くして行くように話を聞いております。

［議 長］ よろしいですか、他に、何かございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ 特にないようですので、質疑を打ち切り採決いたします。議案第６号の１については

「原案のとおり承認する」ことに、賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「原案のとおり承認する」ことに可決決定いたしました。

次に移ります。

［議 長］ 議案第７号、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画の承認についてを

議題といたします。事務局の説明をお願いします。

［事 務 局］ 農地の賃貸借等につきましては、利用権設定期間が終了すれば、自動的に権利が消失

して、民法上の小作の権利が生じない農業経営基盤強化促進法による利用権の設定が、

現在は殆どです。利用権の設定は農業経営基盤を強化するための農地の利用集積ですの

で、利用権を設定できる方は、農地法第３条の「下限面積」要件はありません。１０ア

ール以上を営農する経営農家や新規就農認定を受けた方、また解除条件付き利用権で行

う株式会社やＮＰＯ法人などの法定法人が対象となります。今回、新規の届け出は３件

ありました。内容といたしましては、高部屋地区で２件、２筆、面積1,893㎡。成瀬地

区で１件、１筆、面積403㎡です。権利の種類は、賃貸借権が２件、使用貸借権が１件

という内容になります。以上です。

［議 長］ 事務局の説明が終わりました、何かご質問・ご意見がございましたら、お願いします。

［議 長］ 特に、ございませんか。

【 「異議なし」の声あり 】

［議 長］ ないようですので、質疑を打ち切り採決をいたします。議案第７号の１から３につい

て、「出願のとおり承認する」ことに、賛成の委員の挙手を求めます。

【 「挙手全員」 】

［議 長］ 挙手全員。よって、本案は、「出願のとおり承認する」ことといたします。

［議 長］ 以上をもちまして、第９回伊勢原市農業委員会総会は閉会といたします。大変お疲れ

さまでした。

［事務局長］ どうもありがとうございました。先ほどの３条の関係、日程調整をさせていただけれ

ばと思いますので、御連絡をさせていただきます。次回の総会は、１２月２６日、水曜
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日です。今回と同じように、はじめに全員協議会を開催し、その後に総会を開催いたし

ます。よろしくお願いいたします。お疲れさまでした。

【１２時１０分 終了 】


